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Ⅱ
災害に強く、安定して供給できる

水道施設・体制の構築

Ⅲ
将来にわたり持続可能な

水道事業の経営

Ⅳ
吹田らしさを活かした

市民に身近な水道事業の運営

1. 飲み水としての安全を守る

1. ふたつの水源を守り充実を

2. 片山浄水所を中心とした整備を進める

3. 浄水所・配水場の整備と管理の向上を

4. 水道管の整備と管理の向上を

5. 災害に強い体制を築く

1. 強固な経営の土台を築く

2. 人を育て、強い組織を築く

3. みんなの地球環境を守る

1. 使う人に便利で快適なサービスを

2. 市民といっしょに水道を考える

（1）高水準な浄水処理の維持・向上

（2）鉛製給水管の対策

（3）直結給水の推進、給水装置及び貯水槽水道の適正管理

（1）地下水源の充実

（2）淀川表流水の維持

（2）南千里分岐・片山浄水所送水管の整備

（1）浄配水施設の更新・耐震化

（2）浄配水施設の維持・管理

（1）基幹管路の整備

（2）配水支管の整備

（3）管路の維持管理の充実

（1）計画・マニュアルの充実

（2）応急給水・復旧体制の充実

（1）計画の推進

（2）財源確保の取組

（3）広域連携による効率的な事業実施

（4）効率的な業務執行

（5）技術監理の向上

（1）人材育成と技術の継承

（2）組織編成の最適化

（1）環境に配慮した事業の推進

（1）料金に係るサービスの充実

（2）給水装置の維持管理に係るサービスの充実

（3）水道水質に係るサービスの充実

（1）多様な手段による広報の充実

（2）市民参画の推進による広聴の充実

（3）フューチャー・デザインの取組

（4）市民とのパートナーシップの推進

Ⅰ
安全で安心できる

水道水の供給

（1）片山浄水所水処理施設の増設

（3）片山浄水所配水池の耐震化



令和 17 年度

（2035年度）

41

約 26０

50

令和 5 年度

（2023年度）

管路の耐震管率 （％） 27

管路の被害箇所数 （箇所） 約 400

断水率（被災１日後） （％） 63

　　　　　　　　　　　　　　　　　年度

　項目・（単位）

断水率（被災１日後）管路の被害箇所数

施設整備計画（吹田市水道施設整備計画２０３５）

浄配水施設整備事業

管路整備事業

基幹管路整備事業

配水支管整備事業

⇒浄水所、配水場等の改良等

⇒水道管の更新・耐震化など

⇒基幹管路の耐震化

⇒配水支管の更新・耐震化

浄配水施設整備

基幹管路整備

経年管更新

≪主な事業≫

≪整備の内容・方向性≫

≪主な事業≫

≪整備の内容・方向性≫

≪整備の内容・方向性≫

地下水の増強（片山浄水所場外の深井戸新設、処理能力の増強）。

泉浄水所の浄配水機能を片山浄水所に移転する。

その他、配水池の耐震化、施設情報のDXなどに取り組む。

１０年間で約２０ｋｍ以上の耐震化を進める。

年間８ｋｍの更新ペースを基本に着実に進める。

片山浄水所 井戸掘削（３か所）

膜処理施設増設（機械・電気）

配水池の耐震化

南千里分岐・片山浄水所送水管布設工事

泉配水幹線布設工事

配水支管新設 ⇒水道管未整備路線への新設

⇒経年管の取替

14 億円

220 億円

99 億円

34 億円

367 億円

（１）施設整備計画の概要

（２）優先順位とコストの考え方

①水道施設･管路について、地震被害率や代替性の有無、二次災害リスク等を考慮して、より重要なも

のを優先

②管路は、漏水履歴、土壌の腐食性、重要給水施設（避難所･病院等）へのルートなどを加味して検討

③コスト面では、保守点検結果（ミクロアセットマネジメント）や重要度等をもとに各年の投資規模

を平準化

（３）アセットマネジメントの推進

吹田市水道施設マスタープランに基づき、30年以上の中長期的観点から施設の更新需要と財政面を検

証し、投資規模の平準化とともに収支ギャップの解消に向けて、施設の統廃合や発注手法等の検討し

ながら、将来に渡り健全かつ強靭な水道システムの整備に努めていきます。

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

2029
（R11）

2030
（R12）

2031
（R13）

2032
（R14）

2033
（R15）

2034
（R16）

2035
（R17）

本市の拠点施設である片山浄水所は、令和３年(2021年)の地下水処理施設の

更新と令和７年（2025年）の場内整備に引き続き、井戸の掘削と処理能力の増

強を進め、常時・非常時の供給の安定性を高めていきます。

電気・機械・計装設備は、状態監視による予防保全を原則として、代替性や重要度

を勘案しながら、一定の規模で計画的に更新します。

急所施設である配水池は、定期清掃に合わせて劣化診断を実施し、健全性を確保

しながら更新の必要性とその時期の把握に努めます。

更新時期を迎える泉浄水所は、抜本的更新はせず、同じ淀川水源である企業団の

スケールメリットを生かし、企業団の受水へ段階的に切り替えていきます。このた

め、泉浄水所の長寿命化を図りながら、機能停止を見据え、供給の安定性を高める

ため、南千里分岐・片山浄水所送水管布設工事を優先的に進めます。

主に配水本管を中心に、対象管路の口径や地震被害率のほか重要給水施設等から

総合的に評価し、優先度の高い路線から実施することで大規模地震に伴う断水率

の低減と地域防災力の向上を図ります。

対象管路の受け持つ給水人口や地震被害率のほか重要給水施設等から総合的に評

価し、優先度の高い路線から実施することで大規模地震に伴う断水率の低減と地

域防災力の向上を図ります。

水道管未整備路線において新たな道路建設時などに、必要に応じて布設します。

※各事業費には調査・設計等の委託料が含まれています。

（注）事業費の内訳は四捨五入としているため、総事業費と内訳の合計が一致していません。

２ 施設整備計画（吹田市水道施設整備計画2035）のポイント

平成23年（2011年）東北地方太平洋沖地震をは

じめとする大規模地震の管路被害実績を踏まえ、

水道管の種類や口径、地盤などのデータごとに予

測した地震被害率（箇所/ｋｍ）から算出したもの

平成７年（1995年）兵庫県南部地震をはじめとす

る大規模地震の断水被害実績を踏まえ、地震被害

率（箇所/ｋｍ）との関係性から予測したもので、平

常時の給水戸数のうち断水する給水戸数の割合

市内で最大規模とされる上町断層帯地震に伴う被害想定

✔ 更新・耐震化

✔ 複線化・ループ化

✔ 維持管理

✔ 耐震化計画、BCP

✔ 危機管理マニュアル

✔ 応急給水・復旧訓練

現状 将来
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